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吉野キャンプ 

◇15・16 位決定戦（3 月 29 日、熊谷スポーツ
運動公園補助陸上競技場）25 分ハーフ。( )
は前半のスコア― 
大阪桐蔭 0-0（0-0）ＰＫ4-5 本庄第一（埼玉） 

 試合全体を通して、チャンスの多い試

合になったが、なかなかチャンスを決め

きれず、0-0 のままＰＫ戦にもつれこん

だ。新チームになって初めてのＰＫ戦

は 4-5 で敗れた。 
◇予選リーグ（3 月 26，27、熊谷運動公園ほ
か）20 分ハーフ 
大阪桐蔭 2-0(0-0)宇和島南 

【得点】大嶋２ 

大阪桐蔭 0-0(0-0)三重高校 

大阪桐蔭 8-0(5-0)埼玉栄高校 

【得点】樋口 2、川﨑 2、中尾 2、森田、南里 

大阪桐蔭 7-0（3-0）成田国際 

【得点】大嶋５、小川、田中み 

大阪桐蔭 0-5(0-5)十文字高校 

◇順位決定トーナメント 1 回戦（3 月 28 日熊
谷スポーツ運動公園）25 分ハーフ 
大阪桐蔭 1-3(0-2)常葉橘 

【得点】杉山 

◇順位決定トーナメント 2 回戦（3 月 28 日熊
谷スポーツ運動公園）25 分ハーフ 
大阪桐蔭 0-1(0-0)仙台育英 

 

  

 

3 月 30 日から 3 月 31 日の 2 日間で

尚美カップが行われた。毎年めぬまカ

ップの後に参加している。今年は、この

大会で初めてのベスト４にはいることが

できたが準決勝ではめぬまカップの最

終戦で負けた本庄第一と戦い、2-3 で

負け 3 位で終わることになった。決定力

を欠くなど、課題が多く残る大会となっ

た。 
◇予選リーグ（3 月 30 日、尚美大学グラウン

ド） 
大阪桐蔭 6-0(3-0)飛鳥高校 
【得点】大嶋 4、安永、野村 

大阪桐蔭 3-0（1-0）南稜高校 

【得点】大嶋、鈴木、田中み 

◇順位決定戦(3 月 31 日、尚美大学グラウン
ド) 
大阪桐蔭 2-3(2-2)本庄第一 

【得点】山下ゆ、田中み 

 

  

 

3 月 6 日から 1 泊 2 日の吉野キャン

プが行われた。ヒューマン・リレーショ

ン・トレーニングとよばれるよりよい人間

関係を作るためのプログラムで、食事を

作る、課題を達成する、登山をする、テ

ントに寝るなどを通じてチームワークを

高めた。毎年この時期に、新 2,3 年生

がチームワークを高め、新しく始まる組

織が良い方向へ向かえるよう行ってい

る。ディスカバリーウォークでは同学年

2 人ペアで問題を解きながら歩いたり、

山道を走ったりしてゴールを目指した。

ディスカバリーとは｢発見｣という意味で、

様々なものを発見していくことは、互い

の協力があってできることで、その人数

が増えれば増えるほど大きな力になる。

ということを学んだ。1 つ 1 つのプログラ

ムを行うにつれて自分たちの長所や短

所も明らかになり、このキャンプでたくさ

んのものを得ることができた。ここで学

んだことを、これからのサッカーに活か

し結果につなげていきたい。 

 

 

3 月 8 日から 16 日まで 8 泊 9 日でイ

タリア遠征へ行った。練習会場はフィレ

ンツェにあるイタリアサッカー協会が運

営するナショナルトレーニングセンター

「コベルチャーノ」。イタリア代表アズー

リが事前合宿を行うところである。各年

代の代表や、指導者講習会、審判講習

会などイタリアサッカーにとって最も重

要な施設である。そのような素晴らしい

施設で、イタリア監督協会会長のウリヴ

ィエリさんの指導のもと練習を行った。

そこでは、ボール保持者以外の関わり

方などを教わった。いつも監督に教わ

っていることと似ていたが、ゴール前の

ポジショニングや敵を見てどう動くか判

断することを教わり、充実した時間を過

ごすことができた。 

イタリアチームとの親善試合では、試

合後に交流会を開いてくださり、とても

おいしいパイやピッツァなどをご馳走に

なり良い経験となった。また、セリエＡの

エンポリ対サンプドリアの試合観戦をし

た。日本人にはないメンタル、フィジカ

ルの強さ、スピードの速さ、外国人なら

ではの良さがあった。また、イタリア人ス

タッフのミケーレさん、スティファノさん、

通訳の小山浩太郎さんの案内でフィレ

ンツェを観光し、ドーモ（教会）に行った

り、本場のピザを食べたりしてイタリアを

満喫した。イタリアで学んだことをこれか

らにつなげていきたい。 
◇国際親善試合 
大阪桐蔭 2-3(1-1)Castelfranco 

【得点】大嶋 2 

大阪桐蔭 1-1(1-0)Perugia 

【得点】山口 

大阪桐蔭 3-3(0-0、3-1、0-2)Bologna 

【得点】山下、山田、安永 
大阪桐蔭 3-1(3-1)S.S.Lazio 

【得点】山田、大嶋、ＯＧ 

 

 

 

4 月 4 日桐蔭アリーナで入学式が行

われた。新たに 11 期生 17 人が加わり

40 人でチームがスタートした。入学式

前の 4 月 3 日に 1 年生は吉野宮滝野

外学校に行き、初めて HRT（ヒューマ

ン・リレーショントレーニング）に取り組ん

だ。そこでは、一つのことを 17 人という

大人数で取り組み、コミュニケーション

の難しさを体験した。 

 

尚美カップは 3位 

イタリア遠征 

新入生17人が入学                    
 

めぬまカップは 16 位で終える 

～グループリーグ２位通過～ 

昨年の成績を上回れず 

 第 22 回選抜高校女子サッカー大会「めぬまカップ」in 熊谷は、3 月 25 日から

29 日まで埼玉県熊谷市で行われた。大阪桐蔭は今回 9 回目の出場。6 チーム

の総当たりの予選リーグでは、宇和島南(愛媛)に 2-0、埼玉栄に 8-0 成田国際

（千葉）に 7-0 で勝利したが、三重に 0-0 で引き分け、十文字（東京）に 0-5 で敗

れ三重との得失点差でグループ 2 位通過となった。順位別トーナメントでは 1 回

戦常葉橘（静岡）に 1-3 で敗れ、続く仙台育英（宮城）にも 0-1 で敗れ 15・16 位

決定戦へ進むことになった。ここでは、本庄第一（埼玉）と当たり、0-0 で PK まで

もつれ込んだが 4-5 で敗れ、めぬまカップは 48 チーム中 16 位に終わった。競っ

た試合を勝ちきれない勝負弱さがでた大会となった。 


